P6-7［随筆１］
　その旅はもちろん母がEQ \* jc2 \* hps11 \o\ad(\s\up 11(くわだ),企)てたものではあったが、もともとEQ \* jc2 \* hps11 \o\ad(\s\up 11(かい　が),絵画)を描く事も見る事も大好きだった私の中にはヨーロッパ世界に対してEQ \* jc2 \* hps11 \o\ad(\s\up 11(つの),募)らせてきたⓐ憧れもあり、出発を最終的に決意したのは私自身だった。
　だから、たとえ旅の最中にEQ \* jc2 \* hps11 \o\ad(\s\up 11(もう　れつ),猛烈)な心細さにEQ \* jc2 \* hps11 \o\ad(\s\up 11(とら),囚)われても、そのEQ \* jc2 \* hps11 \o\ad(\s\up 11(つら),辛)さの責任を全面的に母に押し付けるわけにはいかなかった。私をⓑムカえ入れてくれた家で出された食べ慣れない食事でお腹を壊しても、言葉が通じなくて意思通りに事が運ばない事があっても、帰国前の数日間で予定していたパリでの美術館巡りを目指して、何とか踏ん張って予定をEQ \* jc2 \* hps11 \o\ad(\s\up 11(まっと),全)うしようとしていた。
　ブリュッセルで旅行の最終目的地であるパリ行きの列車を待っていた私は、だからいつもより緊張感に欠けていたのかもしれない。ヘンな人に近寄られないようにといつも表情はⓒ意図的にEQ \* jc2 \* hps11 \o\ad(\s\up 11(いん　うつ),陰鬱)にEQ \* jc2 \* hps11 \o\ad(\s\up 11(こわ　ば),強張)らせていたが、その日は②そんな事をすっかり忘れていた。そして、案のEQ \* jc2 \* hps11 \o\ad(\s\up 11(じょう),定)、間もなく私はヘンな人に付け回されている事に気がついたのだった。
　キャメルのコートをａ着こなしたその老人の姿は、私がホームのどこへ移動しようとも、必ず私の視野のどこかに入り込んできた。そして、パリ行きの列車がホームに入ってきた時はついに私と同じ＊コンパートメントに乗り込んできたのである。
　老人は私を家出少女だとⓓカクシンしていた。自国のイタリアでは十四歳の子供を一人旅させるような（　Ａ　）な親は存在しない、お前の親はどうかしていると、EQ \* jc2 \* hps11 \o\ad(\s\up 11(もの　すご),物凄)くクセのある力強い英語で力説し始めた老人に、私はEQ \* jc2 \* hps11 \o\ad(\s\up 11(つたな),拙)い英語で母を責めないでほしいと伝えようとした。この旅は、絵が好きな私のかねてからの希望でもあったのだと少々EQ \* jc2 \* hps11 \o\ad(\s\up 11(おお　げ　さ),大袈裟)に言い表そうとした。ヨーロッパの素晴らしい絵画を見たかったのだ！　と。
　そのEQ \* jc2 \* hps11 \o\ad(\s\up 11(と　たん),途端)その老人は突然EQ \* jc2 \* hps11 \o\ad(\s\up 11(ふん　がい),憤慨)し始めた。
「絵が好きで、どうしてイタリアが旅程に入っていないのだ!?　おかしいではないか！　フランスやドイツなんかより、まずイタリアに来なければヨーロッパ滞在の意味がなかろう。ローマを、フィレンツェを、ヴェネチアを見ないで何がヨーロッパだ！」
　パリまでの道のり、私はずっとそのイタリアの老人マルコによる、③センスのない今回の旅程についての説教を受けながら過ごすことになったわけだが、実はこの出会いが私のそれからの人生を大き過ぎるくらいｂ左右するものになるのである。（ヤマザキマリ『地球で生きている　ヤマザキマリ流人生論』）
＊コンパートメント―数席ごとに仕切り板などで区切られた形式の座席。
問１　＝＝線部ⓐ～ⓓの漢字はひらがなに、カタカナは漢字にそれぞれ直しなさい。
ⓐ＝〔　　　　　〕れ
ⓑ＝〔　　　　　〕え
ⓒ＝〔　　　　　〕
ⓓ＝〔　　　　　〕
問２　〰〰線部ａ・ｂの意味として適切なものをそれぞれのア～ウから一つ選び、記号で答えなさい。
ａ　着こなす　ア　自分のものとして、うまく着る。
イ　若い時から、着つづける。
　　　　　　　ウ　よれよれになるまで着る。
ｂ　左右する　ア　幸福をもたらす。
イ　影響をあたえる。
　　　　　　　ウ　ひどいことになる。
ａ＝〔　　　　〕　　　ｂ＝〔　　　　〕
問３　本文中の（　）Ａに入る適語を次のア～エから記号で選びなさい。　　　　　　　　　　　「ような」という語に注目。
ア　勇敢　　イ　親切　　ウ　無謀　　エ　感心
〔　　　　〕
問４　――線部①の理由を二十字以内で、解答欄の形式に合うように本文中から抜き出しなさい（句読点は含まない）。
責任は自分にあるということ。

［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］から。
問５　――線部②「そんな事」とはどんなことか、解答欄の形式に合うように本文中から十五字以内で抜き出しなさい。
表情をいつも強張らせていたのはなぜ？

［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］
注意すること。

問６　――線部③「センスのない今回の旅程」の説明として適切なものを次のア～エから一つ選び、記号で答えなさい。
ア　十四歳の少女が一人旅をすること。
イ　何の計画もなく一人旅をすること。
ウ　みすぼらしい服装で旅をしていたこと。
エ　イタリアが旅の計画に入っていないこと。
〔　　　　〕
【解答】
　問１　ⓐあこが〔れ〕　ⓑ迎〔え〕　ⓒいとてき　ⓓ確信
　問２　ａ＝ア　　ｂ＝イ
　問３　ウ
　問４　出発を最終的に決意したのは私自身だった〔19字〕〔から。〕
　問５　ヘンな人に近寄られないように〔14字〕〔注意すること。〕
　問６　エ
P8-9［国語基礎力］
［『地球で生きている　ヤマザキマリ流人生論』関連問題］
１　次の①～⑥の空欄に入る漢字を後から選び、熟語を作りなさい。
①企［　　　］　　②［　　　］描　　③［　　　］募
④囚［　　　］　　⑤［　　　］全　　⑥拙［　　　］
安　人　著　画　素　応

２　次の文章の空欄〔　①　〕～〔　③　〕に、適切な語を入れなさい。
　本文でマルコ老人が自慢するとおり、イタリアには長い歴史と優れた文化をもった都市がたくさんある。ローマ帝国の中心地であったローマという地名をつかった表現に「すべての〔　①　〕はローマに通ず」、「ローマは〔　②　〕にしてならず」、「ローマにあってはローマ人のごとくせよ（〔　③　〕に入っては〔　③　〕に従え）」などがあり、今もよく使われる。
①（　　　　）　②（　　　　）　③（　　　　）
［漢字の音と訓］

１　次の漢字のそれぞれの読みを書きなさい。

〈音読み〉

①　直線（　　　　　）　④　相談（　　　　　）

　　正直（　　　　　）　　　首相（　　　　　）

②　強化（　　　　　）　⑤　物質（　　　　　）

　　強引（　　　　　）　　　禁物（　　　　　）

③　音楽（　　　　　）　⑥　紅白（　　　　　）

　　娯楽（　　　　　）　　　真紅（　　　　　）

〈訓読み〉

①　映る　（　　　）る　④　苦しい（　　　）しい

　　映える（　　　）える　　苦い　（　　　）い

②　省く　（　　　）く　⑤　強い　（　　　）い

　　省みる（　　　）みる　　強いる（　　　）いる

③　弾　　（　　　）　　⑥　著しい（　　　）しい

　　弾む　（　　　）む　　　著す　（　　　）す

〈音読み・訓読み〉

①　母校（　　　　　）　④　高低（　　　　　）

　　母親（　　　　　）　　　低い（　　　　）い

②　名声（　　　　　）　⑤　労働（　　　　　）

　　歌声（　　　　　）　　　働く（　　　　）く

③　影響（　　　　　）　⑥　吸収（　　　　　）

　　人影（　　　　　）　　　吸う（　　　　）う

［言葉の意味２　和語］

１　次の言葉の意味として正しいほうを選び、記号に○をつけなさい。

①ためらう　　ア　あることを誇りたい気持ち。

　　　　　　　イ　思いきって実行できず、迷う。

②うながす　　ア　早くするように急がせる。

　　　　　　　イ　不安定に流れただよう。

③はぐくむ　　ア　かたく心に誓いを立てる。

　　　　　　　イ　かわいがって養い育てる。

④そらんじる　ア　がっくりきて空を仰ぐ。

　　　　　　　イ　暗記や暗唱をする。

⑤いじらしい　ア　いたいたしくてかわいそうだ。

　　　　　　　イ　何かに意地になっている様子。

⑥いそいそ　　ア　うきうきしながら何かをする様子。

　　　　　　　イ　こそこそ何かをする様子。

⑦つましい　　ア　しとやかでおとなしいこと。

　　　　　　　イ　暮らしぶりが質素なこと。

⑧くだけた人　ア　とっつきやすい人。

　　　　　　　イ　真剣みがなくふまじめな人。

⑨気の　　　　ア　気を許すことができない人。

　おけない人　イ　何でも気楽に相談できる人。

［かなづかいと送りがな］

１　次の漢字の読みで正しいほうのかなづかいを選び、記号に○をつけなさい。

①三日月　（ア　みかずき　　　イ　みかづき）

②大きい　（ア　おうきい　　　イ　おおきい）

③通り　　（ア　とおり　　　　イ　とうり）

④続く　　（ア　つずく　　　　イ　つづく）

⑤鼻血　　（ア　はなじ　　　　イ　はなぢ）

２　次の漢字の正しい送りがなを選び、記号に○をつけなさい。

①起　（ア　る　　　　イ　きる）

②失　（ア　う　　　　イ　なう）

③幼　（ア　い　　　　イ　ない）

④楽　（ア　い　　　　イ　しい）

⑤静　（ア　だ　　　　イ　かだ）

３　次の文のかなづかいの間違いに傍線を引き、訂正しなさい。

①きのおは雨でした。　　　　　　　　　（　　　）

②三年間ごめえわくをおかけしました。　（　　　）

③私はおとおさんを尊敬しています。　　（　　　）

④みじかな所から始めよう。　　　　　　（　　　）

【解答】

『地球で生きている　ヤマザキマリ流人生論』関連問題
１　①画　②素　③応　④人　⑤安　⑥著
２　①道　②一日　③郷
漢字の音と訓

１　〈音読み〉

　　①ちょくせん・しょうじき　④そうだん・しゅしょう

　　②きょうか・ごういん　　　⑤ぶっしつ・きんもつ

　　③おんがく・ごらく　　　　⑥こうはく・しんく

　　〈訓読み〉

　　①うつ〔る〕・は〔える〕　　　④くる〔しい〕・にが〔い〕

　　②はぶ〔く〕・かえり〔みる〕　⑤つよ〔い〕・し〔いる〕

　　③たま・はず〔む〕　　　　　⑥いちじる〔しい〕・あらわ〔す〕

　　〈音読み・訓読み〉

　　①ぼこう・ははおや　　　④こうてい・ひく〔い〕

　　②めいせい・うたごえ　　⑤ろうどう・はたら〔く〕

　　③えいきょう・ひとかげ　⑥きゅうしゅう・す〔う〕

言葉の意味（２）

１　①イ　②ア　③イ　④イ　⑤ア　⑥ア　⑦イ　⑧ア　⑨イ

かなづかいと送りがな

１　①イ　②イ　③ア　④イ　⑤イ

２　①イ　②ア　③ア　④イ　⑤イ

３　①きのお→う　　　②めえわく→い

　　③おとおさん→う　④みじか→ぢ
























